
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 50%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
25%

平常点 25%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

理論試験・指導実践振返り 理論講義、指導実践の内容が振り返りにより習得できます

指導実践 指導実践試験において60点以上とり合格できます

理論試験 理論試験において60点以上とり合格できます

閉講式　ガイダンス、今後に向けて 今後に向け指導者・コーチとしての立場が理解できます

守備テクニック、ボールを奪う 実技において、守備のテクニック、ボールを奪う技術の理解と習得ができます

指導者の役割1・2 指導者の役割1・2の理論が理解できます

ゴールを目指す、ポゼッション 実技において、ゴールを目指す技術、またポゼッションの理解と習得ができます

コーチング法1・2 コーチング法1・2の理論が理解できます

パス＆コントロール、シュート 実技において、パス＆コントロール、シュートの理解と習得ができます

メディカル、審判、発育発達 メディカル、審判、発育発達の理論が理解できます

ゴールキーパー 実技において、ゴールキーパーの技術を理解し、習得ができます

技術・戦術1・2 技術戦術1・2の理論が理解できます

ﾎﾞｰﾙﾌｨｰﾘﾝｸﾞ＆ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 実技において、ボールフィーリング＆ドリブルの理解と習得ができます

ゲームとコーディネーション 実技において、ゲームとコーディネーションの理解と習得ができます

評

価

方

法

備　　考

理論・指導実践試験を行い評価します

実技レベルの理解・習熟度にて評価します

積極的な授業参加度、授業態度にて評価します

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

開校式　ガイダンス、理念 C級ライセンス取得のために必要な講義、実技、試験の目的が理解できます

・遅刻、欠席の際、教員室へ電話連絡を授業前に入れ担当教員へその旨を伝えます

・安全性の確保をします（学生自身の十分な体調管理、実技環境の確認と設営）

・授業時間数の4分の3以上出席しない者は試験を受けられない・理論・実技試験ともに60点以上の結果を残せないと不合格とします

・別途受講料金が発生し、各学生が振込対応を開催前までに行い受講します

日本サッカー協会公認指導教本・DVDなど

担当教員情報

望月(マリノス) 実務経験の有無・職種 有・サッカーコーチ

学習目的

　日本サッカー協会公認C級ライセンス取得を目的とします。その資格取得を活かしサッカー業界コーチ業への就職決定に繋げ学生の入学動機と目的を一

致させます。

到達目標

　各理論内容の理解が進み、振り返りでは理論試験に向けての習得がなされています。またそれにより、理論試験が合格できる。実技・指導実践試験で

は、与えられている各学生のテーマより、キーファークターの理解・整理が進み自信を持って指導実践が行え、合格します。

教育方法等

　理論講義ならびに各テーマの実技において、C級コーチに必要な要素を双方から学びます。また、理論試験・指導実践試験では60点以上の

結果を残さないと不合格となりライセンス付与は行いません。理論・実技・指導の実践など積極的な態度にて学び取る姿勢を継続させ指導者

という立ち位置の理解および習得を行います。

2年次 選択 30時間

1単位 実習

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） Ｃ級コーチ

科目基礎情報

スポーツ健康学科 サッカーコース 後期


